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S-8-1(4)
 

沿岸・防災リスクの推定と全国リスクマップ開発

• 風間聡，川越清樹，横尾善之，根木貴史，有働恵子（産休中），

 牛山素行，瀬戸心太

我が国全体への温暖化影響の信頼性の高い定量的評価に関する研究（沿

 岸・防災）

評価内容：
洪水氾濫，斜面災害，高潮，海岸侵食，
豪雨災害リスク評価

http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html
http://www.fukushima-u.ac.jp/index.html


再現期間100年

再現期間50年

（億円）

S‐8‐1(4)災害班成果

全国の洪水氾濫被害額の分布と土砂災害ハザードマップ

Probability(%)

３０年確率

洪水氾濫被害額分布 斜面災害ハザード分布

将来の豪雨の増加によって，氾濫，斜面災害の被害の増加が地図情報で示

 されている．国土を俯瞰した適応策の考察に利用できる．



S‐8‐1(4)災害班

高潮災害リスクの推定と沿岸侵食マップ

陸域

低地

浸水地域

高潮浸水分布 100年後の砂浜後退長

温暖化による海面上昇によって，高潮浸水と砂浜消失が地図情報で示されて

 いる．それぞれが地図情報であり，重ね合わせにより複合的に考察できる．



気候変動と震災：適応策研
 究は震災復興にどのように
 役立つか？

適切な仮設住宅地の選定
 や都市計画，交通計画のた

 めにリスクの低い地域を知
 る．

複合災害の観点でも適応
 策や復興に貢献．

防災計画は突発災害も気
 候変動も同じ．
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